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憲の動きをどう見つめているのか=昨年 9月、名古屋市守山区で軍

法
会
議
は
現
在
も
米
英

を
は
じ
め
、
多
く
の
国
で
制

度
が
存
在
す
る
。
自
国
の
軍

人
や
軍
属
を
裁
く
の
が
目
的

だ
が
、
戒
厳
下
な
ど
で
は
民

間
人
も
対
象
に
な
る
。

日
日
本
軍
で
は
陸
海
軍
に

そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
、

一
審
の

場
合
に
は
五
人
の
裁
判
官
の

う
ち
軍
人
四
人
、
法
曹
資
格

を
持
つ
文
官

一
人

（後
に
全

員
が
軍
人
）
で
構
成
さ
れ
て

い
た
一
平
時
で
は
公
開
さ
れ

て
被
告
の
上
訴
権
も
あ
り
、

弁
護
人
も
付
い
た
が
、
戦
地

や
戒
厳
下
で
開
か
れ
る
特
設

の
軍
法
会
議
で
は
、
そ
れ
ら

が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

心
二
上
〓
ハ事
件
（
一九

二
六
年
発
生
の
ク
ー
デ
タ
ー

未
遂
事
件
Ｙ
で
は

一
審
、
非

公
開
′、

弁
護
人
な
し
の
過
酷

な
密
室
審
理
の
も
と
、
青
年

将
校
や
民
間
人
が
密
室
審
理

の
ま
ま
、
銃
殺
刑

に
な

っ

た
」

（綴
績
教
授
）

「戦
場
の
軍
法
会
議
」
の

共
著
が
あ
る
大
阪
経
済
法
科

大
の
北
博
昭
客
員
教
授

（日

本
近
代
史
）
は

「軍
法
会
議

の
目
的
は
軍
隊
を
団
結
さ

せ
、
組
織
を
維
持
す
る
こ
と

に
あ
る
。
だ
か
ら
軍
か
ら
裁

判
に
干
渉
が
入
り
、
不
当
判

決
が
起
き
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
な
か

っ
た
」
と
語
る
。

北
教
授
が
法
曹
資
格
を
持

つ
当
事
者
の
裁
判
官
か
ら
間

き
取

つ
た
不
当
判
決
の
事
例

が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

一

胃〒洋              娼箋i量棋

九
四
五
年
二
月
）

軍
法
会
議
で
、
食
料
調
達
の

た
め
、
部
隊
を
抜
け
出
し
た

海
軍
の
兵
士
が
死
刑
に
な

っ

た
。
海
軍
刑
法
で
は
交
戦
中

の
敵
前
逃
亡
罪
は
最
高
で
死

刑
だ
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
戦

間
中
で
は
な
か
っ
た
「

「
こ
の
兵
は
英
語
が
上
手

だ

っ
た
の
で
、
も
し
敵
に
捕

ま

っ
た
際
に
軍
の
内
情
が
知

ら
れ
な
い
よ
う
、
見
せ
し
め

に
処
刑
さ
れ
た
よ
う
だ

・。
裁

判
官
は
軍
上
層
部
か
ら
圧
力

て
い
た

『
（兵
に
は
）
か
わ
い
そ
う

な
こ
と
を
し
た
｝
と
言

っ
て

い
た
」

（北
教
授
）

ち
な
み
に
自
衛
隊
の
内
部

問
題

へ
の
対
処
は
、
現
状
で

も
危
う
さ
が
ち
ら
つ
く
。
　

，

航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
に

所
属
し
て
い
た
池
田
久
夫

一

等
空
尉
金
９
は
二
〇
〇
九
年

五
月
、

「
基
地
の
情
報
が
入

っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
盗

ん
だ
」
と
い
う
窃
盗
の
容
疑

で
、
二
十
日
間
に
わ
た
り
警

け
、
自
白
を
強
要
さ
れ
た
。

池
田
氏
に
は
ア
リ
バ
イ
が

あ

っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
黙

殺
さ
れ
、
警
務
隊
は
自
白
以

外
に
証
拠
も
な
い
ま
ま
、
金

沢
地
検
に
書
類
送
検
。

一
〇

年
十
月
に
不
起
訴
の
決
定
が

出
た
も
の
の
、
い
ま
だ
名
誉

回
復
は
さ
れ
て
い
な
い
。

池

田
氏
の
支
援
団
体
は

「
当
時
の
上
司
に
意
見
し
た

こ
と
で
煙
た
が

ら
れ
て
お

り
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
ら
れ

た
Ｃ
て
日
」
と
梢
測
づ
κ
‐

自
衛
隊
員
の
裁
判
に
取
り

組
ん
で
き
た
佐
藤
博
文
弁
護

士
は

「警
務
隊
員
も
身
分
は

自
衛
官
で
、
上
司
の
指
示
に

従
ぅ
立
場
。
公
平
性
、
客
観

性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
」

と
言
甲
つ
。
佐
藤
氏
が
担
当
し

は
政
師
鍵
縄
準
は
畔
孵
呻
¨

被
害
だ

っ
た
の
に
、
そ
れ
よ

り
軽
微
な
強
制
わ
い
せ
つ
で

処
理
さ
れ
た
。
捜
査
に
当
た

っ
た
警
務
隊
員
は
女
性
に

「上
司
の
命
令
に
は
逆
ら
え

な
い
」
と
弁
明
し
た
と
い
う
。

佐
藤
弁
護
士
は

「
国
防
軍

審
判
所
が
で
き
れ
ば
、
組
織

防
衛
の
た
め
に
原
告
の
訴
え

自
体
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
人
身
御
供
に
さ
れ
た
り

す
る
危
険
も
生
ま
れ
る
」
と

案
じ
る
。

「自
衛
隊
員
や
そ

の
家
族
こ
そ
ガ
条
に
よ
っ
て

人
権
を
守
ら
れ
て
い
る
」

鰹

襲

〓

房

曇

判
所
が
で
き
た
ら
、
す
で
に

あ
る
有
事
法
制
に
加
え
、
戦

前
の

『国
防
保
安
法
」

『軍

機
保
護
法
」
の
よ
．う
．

な
法
律

が
整
備
さ
れ
る
可
能
性
が
出

て
く
る
」
と
指
摘
す
る
。

水
島
教
授
も
こ
う
訴
え

た
。

「法
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
普
通
裁
判
所
と
違
い
、

絶
対
的
な
上
意
下
達
の
シ
ス

テ
ム
の
下
、
機
密
保
持
や
軍

の
閉
鎖
的
な
論
理
が
優
先
さ

れ
か
ね
な
い
。
戦
前
の
恐
怖

′
支
配
の
足
音
が
聞
ご
え
る
■


